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梶田隆章先生 ノーベル物理学賞受賞記念祝賀行事
岐阜県民栄誉大賞表彰式・飛驒市名誉市民顕彰式

（１月25日）



　１月25日（月）、2015年にノーベル物理学賞を
受賞された梶田隆章先生の受賞記念祝賀行事
が、長年梶田先生が研究を行ってきた神岡町内の
施設で開かれました。
　当日は、神岡町公民館で記念行事および式典
（表彰式・顕彰式）が行われた後、地域交流セン
ター船津座に場所を替えて祝賀会が行われまし
た。
　式典では、古田岐阜県知事から県民栄誉大賞表
彰が、井上市長から飛驒市名誉市民への顕彰が行
われました。
　県民栄誉大賞は、学術や芸術、スポーツなどの
各分野において、素晴らしい成果を挙げた場合に
贈られる賞で、これまでに受賞された方は４人で、
梶田先生は５人目となります。
　飛驒市名誉市民は、市民や市に関係の深い方
で、文化や産業などの各分野で多大な貢献をされ
功績が認められ、市民が誇りとして尊敬する方を
顕彰するもので、市では合併後初めての顕彰とな
りました。
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東京大学宇宙線研究所長　梶田隆章先生
　2015ノーベル物理学賞受賞記念祝賀行事
岐阜県民栄誉大賞表彰式・飛驒市名誉市民顕彰式

▲梶田隆章先生、美智子夫人
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特
集
東日本大震災から５年
東北被災三県からのメッセージ

平成23年３月11日に発生した東日本大震災から４年半余りが経過した今も、東北被災三県産品に対する
風評被害が少なからず残っています。これを払拭し、被災三県の情報を正確に分かりやすく全国に発信し
ていく必要があるため、全国市町村会では活動を行っています。
飛騨市では、これからも被災三県の早期復興を応援していきます。

　東日本大震災津波からの復興にあたっては、全国の皆様から多くのご支援と励ま
しを賜り、心から感謝申し上げます。
　岩手県では、平成28年に復興の架け橋として「希望郷いわて国体・希望郷いわて
大会」を開催します。
　全国の皆様に、ご来県いただき、岩手の魅力を知って、買って、食べていただくこ
とが、復興の大きな力となります。
　今後とも、岩手の復興への歩みと地域活性化に応援をお願いいたします。

■橋野鉄鉱山（釜石市）
　2015年７月に岩手県で２つ目の世
界文化遺産として登録された橋野鉄
鉱山。
　盛岡藩出身の大島高任が指導し
た、現存する日本最古の洋式高炉跡
が見られます。

■浄土庭園大泉が池（平泉町）
　12世紀に奥州藤原氏が平和の祈り
をこめて築いた平泉は、2011年６月に
世界文化遺産に登録されました。
　四季折々の美しさをみせる中尊寺、
毛越寺などゆっくりとめぐりたい。

■三陸鉄道
　岩手の沿岸を走るローカル鉄道。
東日本大震災津波で大きな被害を受
けたが2014年４月に全線運行再開し
た。ドラマ「あまちゃん」にも登場し
話題になりました。

●岩手県

岩手県市長会長
盛岡市長　谷藤裕明

 　東日本大震災に係り、全国の皆様から温かいご支援を賜り感謝申し上げます。
　ご支援により復興しつつある宮城県内各地に足をお運びいただき、是非とも豊富
な食材や自然、温泉、歴史など各市の魅力を存分に楽しんでいただきたいと思って
おります。
　皆様に安心して旅を楽しんでいただけるようおもてなしをすることが、更なる復興
の励みとなりますので、今後も応援をお願いいたします。

●宮城県

宮城県市長会長
仙台市長　奥山恵美子
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　神岡町公民館前で保育園児や市民が横断幕や小
旗で出迎える中、梶田先生が到着され、多くの拍手
と歓声の中、会場に入られました。
　記念行事では、神岡中学校３年生による合唱「夢
みたものは」と「大地讃頌」が披露され、会場は祝
福ムード一色に包まれました。その後、「スーパーカ
ミオカンデ」の映像が上映され、梶田先生による研
究総論の説明や神岡宇宙素粒子研究施設長の中
畑雅行先生による研究の紹介が行われました。
　質疑応答では、中学生からの「長い間の研究で
心が折れそうになったことはありましたか。どう
やって乗り越えましたか」との問いかけに、「2001
年に最初の観測を終えた時に大事故が起き、光電
子増倍管が6,770本も壊れてしまいとてもショック
でしたが、当時研究を主導されていた戸塚先生の
もと、研究者全員が心を一つにしてくれたことで立
ち直ることができました」と話されました。
　お二人の先生は、「研究を行うにあたり、岐阜
県、飛騨市の皆さんに大変お世話になりました。今
後もご支援をお願いします」と述べられました。
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▲公民館前でお出迎え

▲質問に答える梶田隆章先生、中畑雅行先生

▲合唱を披露する神岡中学校３年生

▲研究総論の説明を行う梶田隆章先生

▲神岡中学校生徒より花束贈呈



▲道の駅スカイドーム神岡を訪れ、熱烈な歓迎を受ける。

▲祝賀ムードに包まれた市内

▲左から中齋くん、堀之上さん、野村さん

▲受賞記念シールが貼られた特産品
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　梶田隆章先生は１月25日、午前中にスカイドーム神岡へご来館され、多くの市民から歓迎を受けました。
　スカイドームは、スーパーカミオカンデのレプリカや光電子増倍管などが展示され、スーパーカミオカンデ
と縁の深い場所で、小柴昌俊東大特別栄誉教授もノーベル物理学賞受賞後に来館されています。
　梶田先生は、研究者などの著名人が来館時にサインしているドアの横に「長年に亘り研究をささえてい
ただき、どうもありがとうございました」と感謝のメッセージを書き込み、「小柴先生と戸塚先生と並んで書
けることは光栄でありがたい」と話されました。
　その後、飛騨神岡高校俳句部の生徒から俳句や花束の贈呈がありました。

梶田隆章先生　スカイドーム神岡へご来館！

　２月５日、古川中学校の校長室で、梶田隆章先生ノーベル物
理学賞受賞記念の下敷きの贈呈セレモニーが行われました。
　この下敷きには、梶田先生のニュートリノ研究の歴史などが
掲載されており、市内の小中学校の全児童生徒に贈呈されま
した。
　セレモニーでは、井上市長から市内小中学校を代表して同校
生徒会長の堀之上さや子さん、副会長の中齋快清くん、書記
の野村あさひさんに記念品が手渡され、井上市長は「飛騨市に
住んでいることに誇りを持ち、夢を持って勉強に励んでくださ
い」と話し、生徒たちは「飛騨市のために貢献できるよう頑張
ります」と語りました。

市内は祝賀ムードに包まれました



東京大学宇宙線研究所長　梶田隆章先生
2015ノーベル物理学賞受賞記念祝賀行事
岐阜県民栄誉大賞表彰式・飛驒市名誉市民顕彰式
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梶田隆章先生からのメッセージ
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飛騨市消防本部 0577-73-0119
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血圧と薬のはなし

　
血
圧
は
大
事
な
健
診
の
項
目
の
ひ

と
つ
で
す
が
、
高
か
っ
た
場
合
、
ま
ず

は
生
活
習
慣
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ

き
、下
が
ら
な
い
場
合
は
服
薬
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　「
血
圧
の
薬
を
飲
む
と
、
一
生
飲
ま

な
ら
ん
で
、
飲
み
た
く
な
い
」と
い
わ

れ
る
方
も
み
え
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
、

血
圧
の
薬
は
ど
う
し
て
飲
む
の
で

し
ょ
う
か
？

　
血
圧
は
、
血
管
に
か
か
る
圧
力
で

す
。血
圧
が
高
い
状
態
が
続
け
ば
全
身

の
血
管
の
質
が
落
ち
、動
脈
硬
化
を
進

行
さ
せ
る
こ
と
で
、脳
卒
中
や
心
筋
梗

塞
、腎
臓
病
な
ど
の
臓
器
の
障
害
が
起

こ
る
可
能
性
を
高
め
ま
す
。そ
う
な
ら

な
い
た
め
の
予
防
に
薬
を
飲
ん
で
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
血
圧
の
薬
を
飲
み
だ
し
た
す
ぐ
は
、

急
に
血
圧
が
正
常
に
な
る
こ
と
に
よ

り
、体
の
調
子
が
悪
く
な
っ
た
と
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。１
カ
月
く
ら
い

は
、体
が
慣
れ
る
の
に
必
要
と
思
っ
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、
長
く
飲
ん
で
い
れ

ば
飲
み
忘
れ
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、

飲
み
忘
れ
た
と
い
っ
て
、
２
回
分
を

一
気
に
飲
む
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ

う
。ま
た
、
下
が
っ
て
来
て
も
勝
手
に

薬
を
や
め
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も

大
事
で
す
。

　
血
圧
の
薬
は
、
効
く
し
く
み
が
６

種
類
く
ら
い
あ
り
、
そ
の
人
の
病
態

に
よ
り
処
方
さ
れ
ま
す
の
で
、
他
人

の
薬
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
健
診
を
受
け
た
と
き
に
、
血
圧
を

治
療
中
で
も
高
血
圧
の
方
が
み
え
ま

す
が
、
き
ち
ん
と
服
薬
し
て
い
な
い

か
、
健
診
当
日
薬
を
飲
ま
ず
に
受
診

さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。特
定

健
診
当
日
は
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診

し
ま
す
が
、
内
服
中
の
薬
が
あ
る
場

合
は
、
い
つ
も
よ
り
多
め
の
水
で
薬

だ
け
服
用
し
て
い
た
ほ
う
が
、
急
激

な
血
圧
の
変
動
が
起
こ
り
ま
せ
ん
。

心
配
な
場
合
は
、
主
治
医
と
相
談
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
と
な
っ
た
今
、「
薬
」

は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
も
の
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。正
し
く
飲
ん

で
病
気
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
23
年
５
月
31
日
か
ら
全
て
の
住
宅
に
設

置
が
義
務
化
さ
れ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す

が
、
平
成
27
年
12
月
末
現
在
、
飛
騨
市
の
設
置

率
は
、
約
87
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
設
置

し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
早
急
に
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
が
、

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
で
は
今
後
、

維
持
・
管
理
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。「
い

ざ
」
と
い
う
時
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
き
ち

ん
と
作
動
す
る
よ
う
に
次
の
点
に
注
意
し
て
下

さ
い
。

■
定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

　
１
年
に
１
回
程
度
、
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
な

ど
し
て
作
動
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
作
動
確
認
の
方
法
は
機
種
や
メ
ー
カ
ー
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
取
扱
説
明
書
な
ど
で

確
認
し
て
下
さ
い
。

■
電
池
切
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
ほ
と
ん
ど
の
機
種
は
電
池
が
切
れ
そ
う
に
な

る
と
音
や
光
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

※

平
成
25
年
以
降
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

　
置
さ
れ
た
方
は
、
設
置
率
調
査
の
た
め
消
防

　
本
部
予
防
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
維
持
・
管
理
が
大
切
で
す

連 載 の 庭

 

ま
ち
を
守
る
！
消
防



■開催日　３月19日（土）　13：00開場
■場　所　古川町公民館（総合会館）
■内　容
　第１部　生涯学習推進大会　13：00～14：00　
　　　　　・青少年健全育成活動の紹介　他
　第２部　人権講演会　　　　14：15～16：15
　　　　　「夢と絆／雪吹雪と津軽三味線の世界」
　　　　　講師：蓮池　薫氏　三味線：長谷川一義氏
　　　　　・工作員により拉致された「北」での24年間と「今」を語ります。
　　　　　  また、講演に先立ち、「津軽じょんがら節」など三味線の名手による
　　　　　  演奏も披露されます。
■入場料　無料
■その他　無料送迎バス運行します。（要予約）
　　　　　※神岡・河合・宮川方面に無料バスを運行します。ご希望の方は、
　　　　　　３月７日（月）までに下記へ予約をお願いします。なお、お席には限
　　　　　　りがありますので、先着順の入場とさせていただきます
■主　催　飛騨市生涯学習推進会議／高山人権擁護委員協議会飛騨部会

生涯学習推進大会／人権講演会
お
知
ら
せ

生涯にわたり意欲をもって学び続け、生き甲斐を感じ社会貢献する人づくりを
テーマに生涯学習推進大会を開きます。また、人権について理解を深めるた
め人権講演会も同時開催します。
どなたでもお気軽にご来場ください。（無料）

■開催日　３月19日（土）　10：00～15：00
■場　所　飛騨市文化交流センター
■内　容
　・ものづくりコーナー
　・うまいものコーナー
　・コーラス発表会
　・音楽の森合唱団
　・古川中学校吹奏楽部
　・吉城高校吹奏楽部演奏
　・寄席＋マリンバ演奏他

ひだ文化村 春まつり
お
知
ら
せ

NPO 法人ひだ文化村では、生涯学習推進大会と同日に子どもからお年寄りま
で楽しめる「ひだ文化村　春まつり」を開きます。

　コーラス発表会、吉城高校吹奏楽部、音楽の森合唱団と古川中学校吹奏楽
部、寄席とマリンバ演奏のコラボレーションや、好奇心いっぱいでものづくりに挑
戦できるものづくり体験、無料体験、エコ講座の他、喫茶　響では蓄音機による
「ジャズ喫茶」や飲食出店コーナーもあ
ります。
家族みんなでお気軽にご来場ください。

場
版らわか

広の報情
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0577-73-7495
0577-73-7464

・生涯学習課
・市民児童課

0577-73-0180NPO法人ひだ文化村
0577-73-5600飛騨市図書館

図 書 館 に お い で よ
新着図書ピックアップ

一般向けのオススメ

　作家の矢吹優美子がひとりで暮らす
家には、掘り炬燵が備え付けてある。炬
燵に入りに来る男性を「口説くべきだ」
という友人のすすめで、優美子はかつて
の同級生修司に電話をかけるが…。（表
題作より）片岡義男の文体と世界観がク
セになる、魅惑の９篇です。

『この冬の私はあの蜜柑だ』
片岡義男／著　講談社

児童向けのオススメ

　お兄ちゃんとたこ焼きを買って帰って
みると、おつりが50円多かった。正直に
言って返す？　それとも、知らん顔して
もらっておく？人情味あふれる町の大人
との関わりが、兄弟の心の成長を後押し
します。こんなふうに地域で子どもたち
の成長を見守りたい、そんなふうに思え
るお話です。

『しょうじき50円ぶん』
くすのきしげのり／作　長野ヒデ子／絵

廣済堂あかつき

連 載 の 庭

第７回

飛騨市の
  ゴミ処理

企画課 0577-73-6558

「リサイクル家電
について」

飛騨の薬草を学ぶ
教養講座

　
新
年
最
初
の
月
は
思
っ
た
よ
う
な
良
い
ス
タ
ー
ト

が
切
れ
ま
し
た
か
。
今
年
も
薬
草
を
う
ま
く
体
に
取

り
入
れ
て
心
身
と
も
に
健
康
な
日
々
を
過
ご
し
た
い

で
す
ね
。

　
元
旦
に
食
べ
た
お
せ
ち
料
理
は
、
縁
起
を
担
ぐ
と

と
も
に
、
体
が
元
気
で
あ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
を

込
め
て
い
ろ
い
ろ
な
食
材
が
入
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

そ
の
中
に
あ
っ
た
ク
ロ
マ
メ
食
べ
ま
し
た
か
？
「
ま

め
」
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
の
ほ
か
に
体

に
と
て
も
よ
い
働
き
を
す
る
の
で
す
。

　
特
筆
す
べ
き
は
そ
の
毒
消
し
効
果
。
私
た
ち
の
生

活
は
否
応
な
し
に
体
内
に
重
金
属
な
ど
の
毒
素
（
有

害
物
質
）
が
蓄
積
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
強
烈
な
毒
な
ら
す
ぐ
気
付
け
る
の
で
対
処
も
で
き

ま
す
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
ジ
ワ
ジ
ワ
と
た
め

込
ん
だ
毒
は
、
症
状
が
出
た
と
き
に
は
治
療
も
大
変

で
す
。

　
そ
ん
な
時
に
よ
い
の
が
ク
ロ
マ
メ
。
食
べ
る
こ
と

で
体
に
蓄
積
さ
れ
た
毒
素
を
解
毒
で
き
ま
す
。
し
か

も
、
煮
て
も
焼
い
て
も
塩
や
砂
糖
を
加
え
て
も
、
ど

ん
な
加
工
を
し
て
も
効
果
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
一
年
の
初
め
に
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
ク
ロ
マ
メ
は
解
毒
に
優
れ
、
利
尿
作
用
が
強
く
、

む
く
み
を
と
り
、
血
の
巡
り
を
良
く
し
て
体
を
温

め
、
魚
、
鳥
、
獣
な
ど
食
べ
物
の
毒
を
除
き
ま
す
。

強
壮
や
視
力
減
退
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
活
用
方
法
で
す
が
、
手
軽
な
方
法
と
し
て
、
お
せ

ち
料
理
の
よ
う
に
甘
く
煮
て
食
べ
る
の
が
い
い
で

し
ょ
う
。
煮
汁
も
成
分
が
出
て
い
ま
す
か
ら
、
一
緒

に
飲
ん
で
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

　
も
っ
と
手
軽
な
ら
、
ク
ロ
マ
メ
を
フ
ラ
イ
パ
ン
で

煎
っ
て
青
臭
さ
を
消
し
た
も
の
を
煮
て
作
る
ク
ロ
マ

メ
茶
も
美
味
し
い
も
の
で
す
。
ク
ロ
マ
メ
を
贅
沢
に

使
い
、
深
く
煎
っ
て
煮
出
す
と
香
ば
し
く
コ
ク
が
深

く
絶
品
で
、
何
杯
で
も
飲
め
ま
す
。

　
ま
た
、
煎
っ
た
ク
ロ
マ
メ
を
粉
末
に
す
る
と
い
ろ

ん
な
も
の
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
こ
れ
を

牛
乳
に
溶
い
て
ハ
チ
ミ
ツ
を
足
し
て
も
、
と
て
も
美

味
し
く
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
上
の
効
果

を
求
め
る
な
ら
ク
ロ
マ
メ
で
モ
ヤ
シ
を
作
っ
て
食
べ

ま
し
ょ
う
。

　
子
供
に
は
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
例
に
「
こ
れ
は
ド
ラ

●
エ
で
い
う
毒
消
し
草
な
ん
だ
よ
」
と
い
う
と
抵
抗

な
く
受
け
入
れ
、
美
味
し
い
！
と
食
べ
た
り
飲
ん
だ

り
し
て
い
ま
し
た
。

　
普
段
な
か
な
か

意
識
し
に
く
い
身

体
の
解
毒
。
意
識

し
に
く
い
か
ら
こ

そ
、
溜
ま
っ
て
表

面
に
出
て
く
る
前

に
手
軽
に
美
味
し

く
解
毒
し
ま
し
ょ

う
。（

村
上
光
太
郎「
薬
草
を
食
べ
る
」よ
り
）

　
第
７
回
は
「
リ
サ
イ
ク
ル
家
電
」
の

処
分
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」（
特
定
家
庭

用
機
器
再
商
品
化
法
　
Ｈ
13
・
４
施

行
）
は
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
と
資
源

の
有
効
な
利
用
を
図
り
、
循
環
型
社
会

の
実
現
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
対
象
家
庭
用
電
化
製
品
は
次
の
４

品
目
で
す
。

　
○
家
庭
用
エ
ア
コ
ン

　○
テ
レ
ビ
（
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
・
液
晶

　
　式
・
プ
ラ
ズ
マ
式
）

　○
電
気
冷
蔵
庫
・
電
気
冷
凍
庫

　○
電
気
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機

正
し
い
分
別
で「
ご
み
の
減
量
化
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
飛
騨
市
で
の
一
般
的
な
処
理
の
仕

方
は
、
郵
便
局
で「
リ
サ
イ
ク
ル
券
」を

購
入
し
、
高
山
市
に
あ
る
㈲
寺
岡
商
店

又
は
濃
飛
西
濃
運
輸
㈱
高
山
支
店
へ

直
接
持
込
む
方
法
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、
電
化
製
品
の
買
替
え
時
に
引
き
取

り
を
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
「
飛
騨
市
保
健
衛
生
カ
レ

ン
ダ
ー
」
14
ペ
ー
ジ
の
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
品
の
欄
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
（
リ
サ
イ

ク
ル
券
購
入
費
）
は
品
目
、
種
類
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。メ
ー
カ
ー
や
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
券
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
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・
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セ
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タ
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